
平成™™年™月˜日 月曜日 第œ™›š号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
六
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
二
月
五
日
法
務
省
告
示
第
四
十
八
号
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
二
月
五
日
」
を
「
平
成
二
十

二
年
二
月
五
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
二
月
五
日
法
務
省
告
示
第
四
十
九
号
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
二
号
の
表
中
「
株
式
会
社
ア
ー
バ
ン
テ
ッ
ク
」、「
有

限
会
社
メ
リ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
梅
野
興
業
株

式
会
社
」、「
有
限
会
社
水
神
建
設
」、「
ジ
ャ
パ
ン
m

エ
ン
ヂ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
」、「
田
谷
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
株
式

会
社
」
及
び
「
電
機
樹
脂
株
式
会
社
」
の
項
を
削
る
。

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
二
月
五
日
」
を
「
平
成
二
十

二
年
二
月
五
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
二
月
八
日
法
務
省
告
示
第
六
十
一
号
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
二
月
八
日
」
を
「
平
成
二
十

二
年
二
月
八
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
八
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
六
十
九
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
七
十
一
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
七
十
二
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
七
十
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
七
十
四
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
六
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
百
七
十
五
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
五
月
二
十
三
日
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
一

号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
号
中
「
平
成
十
九
年
五
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
二
年
五
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
一
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ハ
ワ
イ
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な

る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

氏

名

ロ
ー
レ
ン
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
カ
ー
タ
ー

生
年
月
日

千
九
百
六
十
九
年
一
月
十
六
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
五
号

平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
に
ブ
ジ
ュ
ン
ブ
ラ
で
、
ブ

ル
ン
ジ
共
和
国
に
お
け
る
小
児
感
染
症
予
防
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合

児
童
基
金
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ブ
ル
ン
ジ
共
和
国
に
お
け

る
小
児
感
染
症
予
防
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

一
億
二
千
四
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

岩
谷
滋
雄
在
ブ
ル
ン
ジ
大
使

国
際
連
合
児
童
基
金
側

グ
ロ
リ
ア
・
コ
ッ
ツ
ァ
在
ブ

ル
ン
ジ
事
務
所
代
表

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
六
号

平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
に
ブ
ジ
ュ
ン
ブ
ラ
で
、
太

陽
光
を
活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
た

め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ブ
ル
ン

ジ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

太
陽
光
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

五
億
四
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

岩
谷
滋
雄
在
ブ
ル
ン
ジ
大
使

ブ
ル
ン
ジ
側

オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ン
サ
ン
ゼ
外
務
・

国
際
協
力
大
臣

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也
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